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安
定
供
給
の
在
り
方
を
見
つ
め
直
し

た
こ
と
だ
。
市
は
14
年
に
「
マ
チ
ご

と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
」
を
策
定
。

有
限
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
過
度
に

依
存
し
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の

転
換
を
目
指
し
た
。

副
市
長
で
同
社
代
表
の
中
村
俊
明

氏
は
「
電
源
立
地
地
域
の
取
り
組
み

電
力
自
由
化
を
契
機
に
地
域
新
電

力
が
各
地
に
誕
生
し
た
。
た
だ
こ
こ

数
年
、
国
内
の
電
力
市
場
価
格
の
ス

パ
イ
ク
や
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
価
格
の
高
騰
で
、
経
営
の
岐
路
に

立
つ
新
電
力
は
少
な
く
な
い
。
そ
う

し
た
中
、
埼
玉
県
所
沢
市
が
中
心
と

な
り
設
立
し
た
と
こ
ろ
ざ
わ
未
来
電

力
は
、
設
立
か
ら
５
年
連
続
で
黒
字

を
確
保
。
そ
の
経
営
や
事
業
に
は
ど

ん
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

同
社
は
所
沢
市
が
50
％
超
を
出
資

し
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

飯
能
信
用
金
庫
、
所
沢
商
工
会
議
所

も
出
資
し
て
２
０
１
８
年
に
発
足
し

た
。
き
っ
か
け
は
、
11
年
の
東
日
本

大
震
災
の
経
験
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

の
上
に
都
会
の
利
便
性
が
成
り
立
っ

て
い
る
と
痛
感
し
た
。
地
域
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
を
進
め
る
た
め
、

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
支
え
る
地
域
の
く

ら
し
と
地
球
の
未
来
』
を
経
営
理
念

と
し
て
掲
げ
、
新
電
力
を
立
ち
上
げ

た
」
と
振
り
返
る
。

価
格
ヘ
ッ
ジ
ス
キ
ー
ム
が
奏
功 

再
エ
ネ
と
未
利
用
エ
ネ
が
柱

地
産
電
源
と
し
て
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
所
沢
や
フ
ロ
ー
ト
ソ
ー
ラ
ー
所
沢
、

さ
ら
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
）
で
は
な
い
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
や
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
の
ご
み
焼
却
熱
発
電
な
ど
を
活

用
す
る
。
も
と
も
と
同
セ
ン
タ
ー
を

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
が
委
託
管
理
し
て
い

た
こ
と
や
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
電

源
を
多
く
保
有
し
て
い
た
た
め
、
同

社
が
新
電
力
経
営
に
参
画
し
た
。
併

せ
て
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
で
地
域
新

電
力
支
援
を
手
掛
け
る
ア
ー
バ
ン
エ

ナ
ジ
ー
を
介
し
、
同
社
の
契
約
発
電

所
か
ら
の
相
対
調
達
も
行
う
。

と
こ
ろ
ざ
わ
未
来
電
力
の
電
源
構

成
は
、
日
本
卸
電
力
取
引
所
（
Ｊ
Ｅ

Ｐ
Ｘ
）
へ
の
依
存
度
が
低
い
点
が
特

徴
だ
。
清
掃
工
場
が
72
％
、
次
い
で

太
陽
光
14
％
、
そ
の
ほ
か
が
14
％
。

な
お
清
掃
工
場
の
う
ち
、
45
％
が
再

エ
ネ
の
廃
棄
物
バ
イ
オ
マ
ス
、
27
％

が
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。
さ

ら
に
ア
ー
バ
ン
エ
ナ
ジ
ー
が
提
供
す

る
市
場
連
動
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
力
を
含
む

全
調
達
電
力
を
対
象
と
し
た
価
格
ヘ

ッ
ジ
ス
キ
ー
ム
が
、
安
定
経
営
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。「
市
場
価
格
が
安

い
時
期
は
思
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、

今
と
な
っ
て
は
安
値
よ
り
価
格
の
安

定
化
を
重
視
し
続
け
て
き
て
良
か
っ

た
」（
中
村
氏
）

と
こ
ろ
ざ
わ
未
来
電
力
で
は
再
エ

中村俊明代表

と
こ
ろ
ざ
わ
未
来
電
力
は
設
立
か
ら
一
貫
し
て
地
域
密
着
で
低
炭
素
電
気
の
安
定
供
給
を
重
視
す
る
。

黒
字
経
営
が
続
き
、さ
ら
に
経
営
方
針
に
需
要
家
の
ニ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ
し
て
き
た
と
実
感
し
て
い
る
。

５
年
連
続
の
黒
字
経
営
を
実
現

地
域
密
着
で
価
格
以
外
の
価
値
追
求
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地
域
の
魅
力
発
信

61　エネルギーフォーラム　June 2024

ネ
＋
未
利
用
エ
ネ
比
率
が
86
％
と
目

標
を
上
回
り
、
市
内
地
産
地
消
比
率

20
％
と
い
う
目
標
も
ク
リ
ア
。
ま
た

23
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
係
数
が
１
kW

時
当
た
り
０
・
28
㎏
と
、
30
年
の
Ｎ

Ｄ
Ｃ
（
国
別
削
減
目
標
）
に
近
い
水

準
を
実
現
し
て
い
る
。

特
色
あ
る
料
金
プ
ラ
ン 

地
元
球
団
応
援
や
子
育
て
支
援

高
圧
の
公
共
施
設
約
１
０
０
件
や

低
圧
約
６
０
０
件
は
と
こ
ろ
ざ
わ
未

来
電
力
が
直
接
供
給
し
、
年
間
販
売

電
力
量
は
約
３
７
０
０
万
kW
時
。
他

方
、
高
圧
の
民
間
事
業
者
向
け
約
30

件
は
ア
ー
バ
ン
エ
ナ
ジ
ー
の
取
次
で

供
給
す
る
。
設
立
か
ら
数
年
は
低
価

格
の
他
電
力
会
社
に
押
さ
れ
、
民
間

と
の
契
約
が
伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
、 

足
元
で
は
低
Ｃ
Ｏ
２
メ
ニ
ュ
ー
と
、

何
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
価
格
に
左

右
さ
れ
な
い
安
定
感
へ
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
り
、
さ
ら
な
る
顧
客
獲
得
へ
の

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。

料
金
プ
ラ
ン
の
中
身
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
低
圧
向
け
基
本
メ
ニ
ュ
ー
の

「
ト
コ
ろ
ん
プ
ラ
ン
」
は
低
Ｃ
Ｏ
２

で
地
域
の
大
手
電
力
会
社
の
標
準
料

金
よ
り
お
得
な
内
容
だ
。
こ
の
ほ
か

地
域
密
着
型
の
プ
ラ
ン
も
目
立
つ
。

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
フ
ァ
ン
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
「
ラ
イ
オ
ン
ズ

で
ん
き
」
は
、
電
気
料
金
の
１
％
相

当
を
球
団
強
化
費
用
に
活
用
す
る
プ

ラ
ン
で
、
選
手
と
の
サ
イ
ン
会
な
ど

の
特
典
を
用
意
す
る
。
ま
た
子
育
て

世
帯
を
応
援
す
る
プ
ラ
ン
も
あ
り
、

中
学
生
ま
で
の
子
を
持
つ
家
庭
に
は

契
約
開
始
か
ら
３
年
間
、
毎
年
２
カ

月
分
の
基
本
料
金
を
無
料
に
す
る
。

地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
プ
ラ
ン

の
提
供
と
い
う
、
地
域
新
電
力
に
期

待
さ
れ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
新
電
力
経
営
に
影
響

を
与
え
る
新
た
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し

て
、
容
量
拠
出
金
が
あ
る
。
同
社
の

場
合
、
主
要
な
需
要
で
あ
る
公
共
施

設
は
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難

し
く
、
一
定
程
度
拠
出
金
の
負
担
が

生
じ
る
。
た
だ
、
ア
ー
バ
ン
エ
ナ
ジ

ー
が
自
社
の
電
源
調
達
先
と
交
渉
し

て
の
調
達
単
価
の
値
下
げ
な
ど
で
、 

今
年
度
は
需
要
家
に
大
き
な
負
担
を

求
め
ず
乗
り
切
る
目
途
を
つ
け
た
。

ま
た
、
業
界
と
し
て
コ
ス
ト
が
増

加
す
る
中
、
低
Ｃ
Ｏ
２
電
力
に
よ
り
、

民
間
高
圧
分
野
を
中
心
に
今
後
契
約

拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

「
24
年
度
が
経
営
の
山
場
だ
が
、
黒

字
経
営
を
維
持
す
る
見
通
し
。
他
方

で
発
電
側
課
金
な
ど
地
域
の
発
電
所

に
関
わ
る
制
度
改
定
で
の
契
約
や
手

続
き
変
更
な
ど
が
多
く
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
へ
の
説
明
が
一
層
求
め
ら

れ
て
い
る
」（
同
）
と
強
調
す
る
。

経
営
の
か
じ
取
り
が
難
し
い
中
で

も
、
地
域
の
課
題
は
見
据
え
つ
つ
、

家
庭
で
の
再
エ
ネ
自
家
消
費
を
普
及 

・
拡
大
、
今
後
増
大
す
る
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ

大
規
模
電
源
の
確
保
、
蓄
電
池
の
活

用
―
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
構
想
は
ま

だ
ま
だ
あ
る
。「
地
域
の
需
要
家
の

『
自
産
自
消
』
と
い
う
究
極
の
目
標

に
向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
加

速
さ
せ
た
い
」
と
前
を
見
据
え
る
。

地産電源の一つ「フロートソーラー所沢」

武蔵野台地の中でも所沢周辺だけで
親しまれるソウルフード。米粉を水
で練り丸め、蒸して竹串に刺し、醬
油を塗って炭火などで焼く。米粉の
しっかりした歯ごたえと、焼けた醤
油の香ばしい香りがほかの団子と一
線を画す。市民に愛され続ける地元
の味だ。一説では太田道灌が鷹狩り
の帰りに所沢付近に立ち寄った際、
出された団子が始まりとも。
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